
 

 

令和8年度  第1回 

加古川市地域公共交通会議 

 

 

 

議  案  書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    日  時    令和8年6月19日（金） 午後2時 

    場  所    加古川市役所 新館10階 大会議室 

 



会 議 次 第 

 

１ 開会 

 ・会議の趣旨 

 ・委員の紹介 

 ・出席状況報告 

 

 

２ 議案 

議案第1号 加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）に係る 

計画「別紙」の変更について【令和８年度】 

 

議案第２号 加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）の改定 

及び計画「別紙」の策定について【令和９年度】 

 

 

３ その他 

 

 

４ 閉会 

 

 



 

議 案第 1 号 

 

 

 

加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）に係る計画 

「別紙」の変更について【令和８年度】 

 

 

 

 加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）に係る計画「別紙」の変

更について、委員の意見を求めます。 

 

 

 

 

 

[協議資料] 

・加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）に係る計画「別紙」の

変更について 

 ・計画「別紙」 

・神姫バス資料（変更分） 

 

 

 

令和 8 年 6月 19 日 

 

 

 

加古川市長 岡田 康裕 
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加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）に係る 

計画「別紙」の変更について【令和８年度】 

 

１ 提案理由 

  神姫バス株式会社の減価償却方法の取扱いが変更されたことに伴い、令和 8 事

業年度（令和 7 年 10 月 1 日～令和 8 年 9 月 30 日）の、国の地域公共交通確保維

持事業(車両減価償却費等国庫補助)における算出方法を見直すこととなったため。 

 

２ 変更の内容について 

 ・協議会開催状況の追加 …Ｐ７ 

 ・表６及び表７の差替え …Ｐ８・９ 

 

３ 今後の流れ 

 令和 8 年 6 月 30 日までに、兵庫陸運部に対して変更申請を行う。 

 

以 上 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

令和 7 年 6 月 

          加古川市地域公共交通会議          
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

加古川市においては、民営路線バスは主に鉄道駅を中心に運行している。利用状況が

芳しくない路線を減便する等で、収支率は維持しているが、運行が1時間に1本未満の路

線もあり、便利にバスを活用できない地域がある。こうした地域からは路線バスの運行

頻度や運行時間帯の拡大を求める声があり、地域の要望とニーズを踏まえた再編が必要

となっている。 

市域内には路線バスのほか乗合タクシー、コミュニティバス、市町村運営有償運送、

乗合デマンドタクシーにより構成される公共交通機関網が広がっている。 

これらの公共交通については、市内の鉄道駅や買い物施設、医療機関等が市民の日常

生活機能を担う中で、車を運転できない高齢者等を中心に、生活に必要不可欠な交通と

して機能している。 

民営路線バスが、市内の都市拠点間の移動や近隣市町への移動を支える幹線としての

役割を果たしている。また、地域内の生活利便施設を結び、幹線に通じるコミュニティ

バス等が枝線の役割を果たしている。 

しかしながら、少子高齢化に伴う人口減少や自家用車の普及に伴い、当市の公共交通

を取り巻く環境は非常に厳しい状況にある。 

また、JR山陽本線・加古川線及び山陽電鉄の各駅を中心に半径1㎞、各バス停を中心に

半径500ｍを公共交通勢圏（徒歩圏）とすると、市民の約9割が公共交通勢圏に居住して

いることとなるが、鉄道・路線バスがまったく運行していない公共交通空白地域が約1割

残っており、住民に不便を強いている状況にある。 

このため、国の地域公共交通確保維持事業を活用して、市域内の幹線交通としての役割

を果たす民営路線バスの維持・確保を図ることで、市民の生活交通手段を存続させていく

ことが必要である。 

 

【対象路線】 ※令和8年度（R7.10～R8.9） 

①土山駅～川北口～母里 

②姫路駅前～法華山一乗寺～社 

③上新田北口～天満小学校～土山駅 

④加古川駅～水足～上新田北口 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１） 事業の目標 

 

民営路線バス（地域間幹線系統）の利用者数を、令和 6 年度実績並みの 48 万人を維持 

する。 

 

（２）事業の効果 

 

  民営路線バス（地域間幹線系統）を維持することにより、市民の通勤・通学・通院及

び買い物等日常生活に必要不可欠な交通手段が確保される。 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

  ・系統や便数、運行ダイヤの見直し、効率化の検討（事業者） 

  ・市内の公共交通に係る路線図・運賃表等の作成及び配布（加古川市） 

  ・ホームページ等の多様なツールを活用した情報提供（加古川市・事業者） 

  ・公共交通の利用促進イベントの実施（加古川市・事業者） 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 
 

  表 1を添付 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

表 2 を添付 

 

  地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る各路線について、その運行に係 

 る費用に対しての加古川市から運行事業者への補助金額については、運行収入及び国庫

補助金を運行経費から差し引いた額の内、各路線の全キロ程に対する加古川市のキロ程

の割合に応じて負担することとしている。 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

 

  バス事業者保有のデータ（停留所ごとの乗降調査、系統別輸送実績等）による。 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

 

該当なし 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

 

  別紙「地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる取組内容」を添付 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

該当なし 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 
 

「土山駅～川北口～母里」路線及び「上新田北口～天満小学校～土山駅」路線を運行

するバス車両については、耐用年数 5 年を大幅に上回る年数を経過し、機能劣化が進行

し、旅客運送における安全性の確保や燃費性能の低下が懸念され、早急な買い換えが必

要となっていた。 

  このため、当該幹線系統を運行する事業者の車両更新を支援することにより、輸送の

安全確保を図るとともに、地球に環境にやさしいバス輸送を推進する。 

  また、計画的にノンステップバス等のバリアフリーに対応した車両を導入することに

より、安全な運行につながるとともに、子どもから高齢者、障がいのある方がバスに乗

りやすい環境整備につながる。 

 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 
 

対象となる 2 路線について下記のとおりとする 

・「土山駅～川北口～母里」路線 

利用者数を 135,000 人以上（直近 R6 年度の実績 134,471 人） 

収支率を 67％以上（直近 R6 年度の実績 66.9％） 

・「上新田北口～天満小学校～土山駅」路線 

利用者数を 239,000 人以上（直近 R6 年度の実績 238,197 人） 

収支率を 82％以上（直近 R6 年度の実績 81.3％） 

 

（２）事業の効果 

 

  計画的にノンステップバス等のバリアフリーに対応した車両を導入することにより、

安全な運行につながるとともに、子どもから高齢者、障がいのある方がバスに乗りやす

い環境整備につながる。 

 

13．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方

式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

表 6 及び表 7 を添付 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

  該当なし 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

  該当なし 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

該当なし 

 

（２）事業の効果 

 

該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

該当なし 

 

18．協議会の開催状況と主な議論 

 

・令和 6年 2 月 15 日（R5 年度第 2 回） 

「加古川市地域公共交通会議規則の改正について」（報告事項） 

→加古川市地域公共交通会議が、「道路運送法」に基づく地域公共交通会議としての

機能と、地域公共交通計画の実施及び変更に関する事項を協議する「地域公共交通

の活性化及び再生に関する法律」に基づく法定協議会としての機能の両方を有する

ことを明確化するため、規則の一部改正を行った旨の報告を行った。 

 

・令和 6年 5 月 24 日（R6 年度第 1 回） 

「加古川市地域公共交通会議規則の改正について」（報告事項） 

→国の地域公共交通確保維持事業を活用し、地域間幹線系統に令和 7 年度以降も補助

を行うため、6 月中に補助対象路線を地域公共交通計画に位置付けること及び本別

紙の内容について協議を行う旨説明の報告を行った 

 

・令和 6年 6 月 7 日（R6 年度第 2 回） 

「加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）の改定について」（議案） 

→補助対象路線を地域公共交通計画に位置付けること及び本別紙の内容について協

議を行った。 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

・令和 7年 2 月 28 日（R6 年度第 3 回） 

「加古川市地域公共交通活性化協議会の設置について」（報告事項） 

→現行の加古川市地域公共交通プランは計画期間が平成 29 年度から令和 8 年度まで

の 10 年間となっており、令和 9 年度からの新たな地域公共交通計画の策定に向け、

令和 7 年度から 2 カ年かけて調査及び策定にかかる事務を進める。事務を進めるに

あたり、よりきめ細やかな議論を行うため、地域公共交通会議とは別組織として地

域公共交通活性化協議会を設置し、国土交通省の補助事業である「地域公共交通調 

査等事業」の補助を受けることの報告を行った。 

 

・令和 7年 6 月 6 日（R7 年度第 1 回） 

「地域公共交通計画「別紙」について」（議案） 

→国の地域公共交通確保維持事業を活用し、地域間幹線系統に令和 8 年度も補助を行

うため、本計画別紙の内容について協議を行った。 

 

 ・令和 8 年 6月 19 日（R8 年度第 1 回） ※予定 

「加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）に係る計画「別紙」の変更

について」（議案） 

→神姫バス株式会社の減価償却方法の取扱いが変更されたことに伴い、地域公共交通

確保維持事業(車両減価償却費等国庫補助)における算出方法を見直したため、本計

画別紙の変更について協議を行った。 

 

19．利用者等の意見の反映状況 

 

 ・民営路線バス（地域間幹線系統）を含め地域公共交通に関しての意見は、市のスマイ

ルメールシステムや窓口での対応等で随時聴取を行っている。 

  また、町内会との意見交換会や説明会等を行った際にも地域の意見を受けており、可

能な限り地域公共交通計画へ反映している。 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 兵庫県 加古川市 加古川町北在家 2000 番地 

（所 属） 加古川市 都市計画部 都市計画課 交通政策・景観形成係         

（氏 名） 関 大志、松岡 史仁 

（電 話） 079-427-9732 

（e-mail） tokei@city.kakogawa.lg.jp 
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＜神姫バス資料＞

表６　車両の取得計画の概要

都 道 府 県
（ 市 区 町 村 ）

バ ス 事 業 者 等 名 補 助 対 象 車 両 数 車両減価償却費等に要する国庫補助額（千円）

神姫バス株式会社 1 9

兵庫県
（加古川市）
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表７　車両の取得を行う事業者（車両減価償却費等国庫補助金）

１．車両取得の概要

２年目以降（令和 8 年度）

土山駅～母里

上新田北口～土山駅
明石駅前～西明石駅～土山駅

【購入車両減価償却費】

○事業者の減価償却方法（定率法or定額法）※法令で認められた場合を除き、年度間での変更不可

【車両購入金融費用】

○事業者の返済方法（元利均等or元金均等）

【所要経費】 【負担者とその負担割合 】

(1) 記載要領

 　(2) 添付書類

　　6.過去に生活交通確保維持改善計画の認定申請又は補助金交付申請の添付書類として既に提出している場合は、当該書類の添付を省略することができる。

事業者名 神姫バス株式会社

定額法

北近畿
京阪神

1 第10・11・19号 第12・13・22号

補助ブロック名 申請番号 確保維持路線名称又は区間
確保維持費国庫補助金申請番号

当該年度 初年度

事業者償却額
（円）

ﾉとｵのうち少な
い方の額（円）

償却期間（月）
補助対象経費

計画額（千円）
補助対象限度

額（円）
残存価額（円）

普通償却限度
額

（円）
特別償却額

（円）

324.8 3,310,382

ﾏ×1/2=ｹ ﾗ-ﾏ=ﾌ

1 15,000,000 3,960,000 3,000,000 0 3,000,000 649,618 649,618

申請番号

＊残存価格
（円）

前年度ﾌ（2年目の
みﾀ）の額＝ﾗ

（定率法）ﾗ×0.4＝ム
（定額法）ﾅ×0.2＝ム

ｸ×ﾔ÷１２（月）=ﾏ
（最終年度）ｸ＝ﾏ初年度ﾍの額＝ﾅ ｳ ﾑ＋ｳ＝ﾉ ｵ ｸ ﾔ

償却限度額
（円）

3,000,000 0

計画額（千円）

（自） （至）
ﾅの額以内＝ｺ

12 649,618 円

ｱ×1/2=ｻ

324

円

3,310,382

申請番号

金融費用補助
対象額（円）

償還期間
（月）

今年度償還回数 借入利率（％）
年利

ｴと2.5％のうち
低い方の率

（％）
補助対象経費

3,000,000 649,618 649,618 650 千円計 15,000,000 3,960,000

ｴ ﾃ ｱ

円

計 千円

補助対象経費（千円） 計画額（千円）
補助ブ
ロック

名

申請
番号

負担者とその負担割合
都道府県 市区町村 その他の者 事業者自己負担 「その他の者」の

具体的概要

650 324
北近畿
京阪神

1 43,000円 13%

ﾏ＋ｱ ｹ＋ｻ 負担額 負担割合

281,000円 87% 800円 

負担額 負担割合 負担額 負担割合負担額 負担割合

合計 43,000円 281,000円 800円 

   6.「実費購入予定費」の欄は、車両価格、附属品価格、改造費それぞれを確認できる資料を提出したうえで記載すること。なお、２年目以降の車両については、売買契約書等により確認することとする。

   7.【車両購入金融費用】の「補助対象経費」の借入利率は、実借入利率で算出した額を計上すること。（補助上限：年2.5%）
   8.【車両購入金融費用】は、売買契約書等によるほか、償還期間に係る償還表を提出すること。なお、初年度については見積書等の提出で足りることとする。

　 9.「計画額」の欄は、車両ごとに百円単位（0.1～0.9千円）まで記載することとし、合計の千円未満の端数は切り捨てること。
  10. リース車両についても当該記載要領を準用し、リース契約書・見積書による他、車両等価格及び金融費用相当額が確認できる資料を提出したうえで記載すること。

　11.【普通償却限度額】のト欄は、平成２４年４月１日以降に取得された減価償却資産で、定率法により償却される事業者については、０．４（定率法）の償却率を適用すること。

 　1.申請の概要は、事業者ごと、補助申請車両１両ごとに申請番号をかえて記載すること。また、２年目以降も当該車両について補助申請を行う場合は、初年度以降の申請の概要を転記又は添付の上申請すること。
 　2.「確保維持費国庫補助金申請番号」の欄には、補助申請車両の配車予定の運行系統に係る確保維持費補助金の申請番号を記載すること。

 　3.「車両の種別」の欄は、ノンステップ型スロープもしくはリフト付き車両（標準仕様又はそれ以外の車両）、ワンステップ型スロープもしくはリフト付き車両、小型車両、都市間連絡用車両の別がわかるように記載すること。
 　4.「乗車定員」の欄には、座席数（運転席を含む）に立席数を加えた数を記載すること。なお、立席は座席を除いた面積を１人当りの専有面積0.14平方メートルで除した数とする（道路運送車両の保安基準第24条、第53条）。

　 5.「車両の長さ」の欄は、小数点第１位（第２位以下切捨て）まで記載すること。

　　4.移動円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備に関する基準を定める省令第４３条に基づく適用除外車両の認定を受ける予定の車両にあっては、その旨を記載した自認書類

　　　（２年目以降の車両にあっては、認定書の写し）
　　5.補助対象事業者ごとの、車両購入後の乗合バス事業用車両の状況見込（車両数、平均車令）

　12.普通償却限度額（ム欄）は、補助対象限度額（ナ欄）に保証率を乗じた償却額との比較により下回る場合、残存価格（ラ欄）に改定償却率を乗じた償却額を普通償却限度額（ム欄）とする。
なお、改定償却率を乗じた償却額を普通償却限度額とした場合、次年度において償却を行う必要がある場合は、普通償却限度額（ム欄）は計算式によらずに前年度と同額とする。

※ 平成２４年４月１日以後に取得した車両：保証率0.10800　改定償却率：0.500

　　1.補助対象購入車両減価償却費及び当該購入に係る金融費用の根拠となる証拠書類

　　2.標準仕様ノンステップバスを購入する場合には、認定書の写し
　　3.低床型車両のノンステップ型で、標準仕様以外の車両について補助を受けようとする場合には、その理由を記載した書類
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議 案第 ２ 号 

 

 

 

加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）の改定及び 

計画「別紙」の策定について【令和９年度】 

 

 

 

 加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）の改定及び計画「別紙」

の策定について、委員の意見を求めます。 

 

 

 

 

 

[協議資料] 

・加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）の改定及び 

計画「別紙」の策定について 

 ・【改定後】地域公共交通プラン(抜粋) 

・【改定前】地域公共交通プラン(抜粋) 

・計画「別紙」 

・神姫バス資料 

 

 

 

令和 8 年 6月 19 日 

 

 

 

加古川市長 岡田 康裕 
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加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）の改定及び 

「別紙」の策定について【令和９年度】 

 

１ 提案理由 

  令和 9 事業年度（令和 8 年 10 月 1 日～令和 9 年 9 月 30 日）運行分より、路線

バスの「宝殿駅北口～北条営業所」系統が、国の地域公共交通確保維持事業(地域

間幹線系統補助)の対象となる。国からの補助を受けるためには、現行の加古川市

地域公共交通プランに当該路線を位置付ける必要があるため、以下のとおり改定

等を行う。 

 

２ 改定等の内容について 

【地域公共交通プランの改定】 …Ｐ12 

  ・地域公共交通確保維持事業(地域間幹線系統補助)を申請予定の 1 路線を追加 

・改定年月の追加 

 【地域公共交通プラン「別紙」の策定】 …Ｐ14～18 

  ・令和 9 年度分を策定 

 

３ 参考資料 

 神姫バス作成資料 …Ｐ19～30 

 

４ 今後の流れ 

 令和 8 年 6 月 30 日までに、兵庫陸運部に対して認定申請を行う。 

 

以 上 
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第 5 章 地域公共交通再編のための施策及び事業 

 

 

 

事業２-１-１④ 加古川西部・北西部（加古川右岸） 

                                      
 再編路線（案） 加

古

川

中

央

部

（

Ｊ

Ｒ

山

陽

本

線

南

側

） 

                             

 
【再編方針】 

・バス停別利用状況から、路線の縮小を検討します。 

・市単独補助路線の見直し、枝線としての再編作業を進めます。 

・かこタクシーの幹線としてのあり方を検討します。 

・将来的には加古川駅北口から新橋梁を利用したルートに再編します。 

【交通結節点】 

・神姫バス：広尾東停留所･大沢口停留所･志方小学校前停留所 

・かこタクシー：志方市民センター前停留所 

・ＪＲ：神野駅･厄神駅 

・商業施設等と連携した「バスの駅」の整備 

【既存路線の個別方針（案）】 

神姫バス（補：市補助路線） 

・補 北条線（北条営業所～宝殿駅北口 ※1） 

原則維持します。 

・志方線（宝殿駅～細工所北口） 

幹線として維持すべき路線であり、今後の運行主体について交通事業者と検討を進
めます。 

・広尾線（加古川駅～広尾東） 

短期的に維持し、小畑口～広尾東間について、枝線への転換を検討します。 

・補 東神吉線（加古川駅～東神吉小学校～ウェルネスパーク） 

廃止を含めた検討を行い、幹線から枝線への転換を検討します。 

・都台線（加古川駅～都台）、補 社線（姫路駅前～法華山一乗寺～社 ※2） 

原則維持します。 

  ※1「北条営業所～宝殿駅北口」線 

※2「姫路駅前～法華山一乗寺～社」線 

     広域連携の役割を担う路線で、本市北西部と加西・姫路をつなぐ移動に不可欠な路
線である。 

     しかし、自治体や交通事業者の運営・経営努力のみでは当該路線の維持・確保が 

困難なため、国の地域公共交通確保維持事業（幹線補助）や兵庫県の補助制度を活
用し、運行を確保・維持する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かこタクシー 

路線を幹線と枝線に分け、再編を進めます。 

 

 

系統名 数値指標 データ取得方法 現況値（R7年度） 目標値（R8年度）

市の財政負担額 普通会計決算より毎年整理 6,167千円 現状維持

収支率 事業者報告書、決算報告書等の資料から毎年計測 46.3% 現状維持

市の財政負担額 普通会計決算より毎年整理 1,794千円 現状維持

収支率 事業者報告書、決算報告書等の資料から毎年計測 37.2% 現状維持

北条営業所～宝殿駅北口

姫路駅前～法華山一乗寺～社

系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業の活用

北条営業所～宝殿駅北口 北条営業所 播磨農高前 宝殿駅北口 4条乗合 路線定期運行 神姫バス株式会社 幹線・準幹線補助

姫路駅前～法華山一乗寺～社 姫路駅前 法華山一乗寺 社 4条乗合 路線定期運行 神姫バス株式会社 幹線・準幹線補助

【改定後】 
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第 5 章 地域公共交通再編のための施策及び事業 

 

 

事業２-１-１④ 加古川西部・北西部（加古川右岸） 

                                      
 再編路線（案） 加

古

川

中

央

部

（

Ｊ

Ｒ

山

陽

本

線

南

側

） 

                             

 
【再編方針】 

・バス停別利用状況から、路線の縮小を検討します。 

・市単独補助路線の見直し、枝線としての再編作業を進めます。 

・かこタクシーの幹線としてのあり方を検討します。 

・将来的には加古川駅北口から新橋梁を利用したルートに再編します。 

【交通結節点】 

・神姫バス：広尾東停留所･大沢口停留所･志方小学校前停留所 

・かこタクシー：志方市民センター前停留所 

・ＪＲ：神野駅･厄神駅 

・商業施設等と連携した「バスの駅」の整備 

【既存路線の個別方針（案）】 

神姫バス（補：市補助路線） 

・北条線（北条営業所～宝殿駅～高砂） 

北条営業所から宝殿駅までの路線に縮小を検討します。 

・志方線（宝殿駅～細工所北口） 

幹線として維持すべき路線であり、今後の運行主体について交通事業者と検討を進
めます。 

・広尾線（加古川駅～広尾東） 

短期的に維持し、小畑口～広尾東間について、枝線への転換を検討します。 

・補 東神吉線（加古川駅～東神吉小学校～ウェルネスパーク） 

廃止を含めた検討を行い、幹線から枝線への転換を検討します。 

・都台線（加古川駅～都台）、補 社線（姫路駅前～法華山一乗寺～社 ※） 

原則維持します。 

  ※「姫路駅前～法華山一乗寺～社」線 

     広域連携の役割を担う路線で、本市北西部と姫路をつなぐ唯一の移動手段となる路
線である。 

     しかし、自治体や交通事業者の運営・経営努力のみでは当該路線の維持・確保が 

困難なため、国の地域公共交通確保維持事業（幹線補助）や兵庫県の補助制度を活
用し、運行を確保・維持する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かこタクシー 

路線を幹線と枝線に分け、再編を進めます。 

 

 

数値指標 データ取得方法 現況値（R4年度） 目標値（R8年度）

市の財政負担額 普通会計決算より毎年整理 1,716千円 現状維持

収支率 事業者報告書、決算報告書等の資料から毎年計測 38.6% 現状維持

【改定前】 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

令和 8 年 6 月 

          加古川市地域公共交通会議          
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

加古川市においては、民営路線バスは主に鉄道駅を中心に運行している。利用状況が

芳しくない路線を減便する等で、収支率は維持しているが、運行が1時間に1本未満の路

線もあり、便利にバスを活用できない地域がある。こうした地域からは路線バスの運行

頻度や運行時間帯の拡大を求める声があり、地域の要望とニーズを踏まえた再編が必要

となっている。 

市域内には路線バスのほか乗合タクシー、コミュニティバス、市町村運営有償運送、

乗合デマンドタクシーにより構成される公共交通機関網が広がっている。 

これらの公共交通については、市内の鉄道駅や買い物施設、医療機関等が市民の日常

生活機能を担う中で、車を運転できない高齢者等を中心に、生活に必要不可欠な交通と

して機能している。 

民営路線バスが、市内の都市拠点間の移動や近隣市町への移動を支える幹線としての

役割を果たしている。また、地域内の生活利便施設を結び、幹線に通じるコミュニティ

バス等が枝線の役割を果たしている。 

しかしながら、少子高齢化に伴う人口減少や自家用車の普及に伴い、当市の公共交通

を取り巻く環境は非常に厳しい状況にある。 

また、JR山陽本線・加古川線及び山陽電鉄の各駅を中心に半径1㎞、各バス停を中心に

半径500ｍを公共交通勢圏（徒歩圏）とすると、市民の約95％が公共交通勢圏に居住して

いることとなるが、鉄道・路線バスがまったく運行していない公共交通空白地域が約5％

残っており、住民に不便を強いている状況にある。 

このため、国の地域公共交通確保維持事業を活用して、市域内の幹線交通としての役割

を果たす民営路線バスの維持・確保を図ることで、市民の生活交通手段を存続させていく

ことが必要である。 

 

【対象路線】 ※令和9年度（R8.10～R9.9） 

①土山駅～川北口～母里 

②姫路駅前～法華山一乗寺～社 

③上新田北口～天満小学校～土山駅 

④加古川駅～水足～上新田北口 

⑤北条営業所～播磨農業高校前～宝殿駅北口 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１） 事業の目標 

 

民営路線バス（地域間幹線系統）の利用者数を、令和 7 年度実績並みの 53 万人を維持 

する。 

 

（２）事業の効果 

 

  民営路線バス（地域間幹線系統）を維持することにより、市民の通勤・通学・通院及

び買い物等日常生活に必要不可欠な交通手段が確保される。 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

  ・系統や便数、運行ダイヤの見直し、効率化の検討（事業者） 

  ・市内の公共交通に係る路線図・運賃表等の作成及び配布（加古川市） 

  ・ホームページ等の多様なツールを活用した情報提供（加古川市・事業者） 

  ・公共交通の利用促進イベントの実施（加古川市・事業者） 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 
 

  表 1を添付 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

表 2 を添付 

 

  地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る各路線について、その運行に係 

 る費用に対しての加古川市から運行事業者への補助金額については、運行収入及び国庫

補助金を運行経費から差し引いた額の内、各路線の全キロ程に対する加古川市のキロ程

の割合に応じて負担することとしている。 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

 

  バス事業者保有のデータ（停留所ごとの乗降調査、系統別輸送実績等）による。 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

 

該当なし 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

 

  別紙「地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる取組内容」を添付 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

該当なし 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 
 

「土山駅～川北口～母里」路線及び「上新田北口～天満小学校～土山駅」路線を運行

するバス車両については、耐用年数 5 年を大幅に上回る年数を経過し、機能劣化が進行

し、旅客運送における安全性の確保や燃費性能の低下が懸念され、早急な買い換えが必

要となっていた。 

  このため、当該幹線系統を運行する事業者の車両更新を支援することにより、輸送の

安全確保を図るとともに、環境にやさしいバス輸送を推進する。 

  また、計画的にノンステップバス等のバリアフリーに対応した車両を導入することに

より、安全な運行につながるとともに、子どもから高齢者、障がいのある方がバスに乗

りやすい環境整備につながる。 

 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 
 

対象となる 2 路線について下記のとおりとする 

・「土山駅～川北口～母里」路線 

利用者数を 136,000 人以上（直近 R7 年度の実績 134,397 人） 

収支率を 74％以上（直近 R7 年度の実績 73.3％） 

・「上新田北口～天満小学校～土山駅」路線 

利用者数を 252,000 人以上（直近 R7 年度の実績 250,771 人） 

収支率を 92％以上（直近 R7 年度の実績 91.5％） 

 

（２）事業の効果 

 

  計画的にノンステップバス等のバリアフリーに対応した車両を導入することにより、

安全な運行につながるとともに、子どもから高齢者、障がいのある方がバスに乗りやす

い環境整備につながる。 

 

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費 

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

表 6 及び表 7 を添付 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

  該当なし 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

  該当なし 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

該当なし 

 

（２）事業の効果 

 

該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

該当なし 

 

18．協議会の開催状況と主な議論 

 

・令和 6年 5 月 24 日（R6 年度第 1 回） 

「加古川市地域公共交通会議規則の改正について」（報告事項） 

→国の地域公共交通確保維持事業を活用し、地域間幹線系統に令和 7 年度以降も補助

を行うため、6 月中に補助対象路線を地域公共交通計画に位置付けること及び本別

紙の内容について協議を行う旨説明の報告を行った 

 

・令和 6年 6 月 7 日（R6 年度第 2 回） 

「加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）の改定について」（議案） 

→補助対象路線を地域公共交通計画に位置付けること及び本別紙の内容について協

議を行った。 

 

・令和 7年 2 月 28 日（R6 年度第 3 回） 

「加古川市地域公共交通活性化協議会の設置について」（報告事項） 

→現行の加古川市地域公共交通プランは計画期間が平成 29 年度から令和 8 年度まで

の 10 年間となっており、令和 9 年度からの新たな地域公共交通計画の策定に向け、

令和 7 年度から 2 カ年かけて調査及び策定にかかる事務を進める。事務を進めるに

あたり、よりきめ細やかな議論を行うため、地域公共交通会議とは別組織として地

域公共交通活性化協議会を設置し、国土交通省の補助事業である「地域公共交通調 
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別紙（地域間幹線系統） 

 

査等事業」の補助を受けることの報告を行った。 

 

・令和 7年 6 月 6 日（R7 年度第 1 回） 

「地域公共交通計画「別紙」について」（議案） 

→国の地域公共交通確保維持事業を活用し、地域間幹線系統に令和 8 年度も補助を行

うため、本計画別紙の内容について協議を行った。 

 

 ・令和 8 年 6月 19 日（R8 年度第 1 回） ※予定 

「加古川市地域公共交通プラン（地域公共交通網形成計画）の改定について」（議案） 

→補助対象路線を地域公共交通計画に位置付けること及び本別紙の内容について協

議を行った。 

 

19．利用者等の意見の反映状況 

 

 ・民営路線バス（地域間幹線系統）を含め地域公共交通に関しての意見は、市のスマイ

ルメールシステムや窓口での対応等で随時聴取を行っている。 

  また、町内会との意見交換会や説明会等を行った際にも地域の意見を受けており、可

能な限り地域公共交通計画へ反映している。 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 兵庫県 加古川市 加古川町北在家 2000 番地 

（所 属） 加古川市 都市計画部 都市計画課 交通政策・景観形成係         

（氏 名） 松岡 史仁、松井 俊 

（電 話） 079-427-9732 

（e-mail） tokei@city.kakogawa.lg.jp 
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＜神姫バス資料＞

令和９年度

※令和10年度、令和11年度については、令和９年度事業から　土日・祝日の日数による運行回数等の違いを除き、変更がないため省略

(1)
加古川駅～水足～上

新田北口（9） 2,707.0

(2)
土山駅～川北口～母

里（10） 404.0

(3)
上新田北口～天満小
学校～土山駅（11） 222.5

(4)
姫路駅前～法華山一

乗寺～社（21） 494.5

(5)
北条営業所～播磨農
高前～宝殿駅北口

（22）
1,982.5

5,811

（注）

１．本表に記載する運行予定系統を示した地図（運行予定系統が熊本地震被災市町村における応急仮設住宅の１キロメートル以内を経由することを図示したものを含む）を添付すること。

表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者（地域間幹線系統）

都道府県
（市区町

村）
運行予定者名

運行系統名
（申請番号）

確保維持事
業に要する
国庫補助額

（千円）

特
例
措
置

合　　　　　計

２．「特例措置」には、地域公共交通再編実施計画の認定を受け、地域間幹線系統に係る特例措置の適用を受ける場合には「１」を、平成２９年８月２日改正附則第２条の規定
に該当する場合には「２」を、補助金交付要綱別表２　５．ただし書きに該当する場合には「３」を記載する。

３．補助対象期間の計画と比較し、翌年度及び翌々年度の計画が同じ若しくは曜日の違いによる運行回数以外に変更がない場合については、その旨を記載することで足りるも
のとする。　（ 記載例 「令和○年度、令和○年度については、令和○年度事業から　土日・祝日の日数による運行回数等の違いを除き、変更がないため省略」）

兵庫県
（加古川

市）
神姫バス株式会社
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る

キ
ロ

程
他

路
線

と
の

競
合

率

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率
起

点
主

な
経

由
地

終
点

①
＝

カ
ッ

コ
内

チ

計
画

運
行

回
数

（
　

）

計
画

平
均

乗
車

密
度

計
画

輸
送

量
系

統
キ

ロ
程

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

系
統

キ
ロ

程
と

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

と
の

比
率

補 助 ブ ロ ッ ク 名

申 請 番 号

特 例 措 置

運
行

系
統

名

運
行

系
統

計
画

運
行

日
数

1
0
0
.0

0
0

3
,6

4
3
.0

回
 

3
.2

3
1
.6

人
 

往
9
.5

km
 

加
古

川
駅

～
水

足
～

上
新

田
北

口
加

古
川

駅
水

足
上

新
田

北
口

3
6
5
日

（
チ

ー
（
リ

＋
ヌ

＋
ル

）
）
÷

チ
＝

ヲ
オ

オ
÷

チ
＝

ク
リ

ヌ
ル

ル
÷

チ

9
％

往
6
.1

km
 

％

復
9
.3

km
 

復
6
.1

km
 

6
4
.8

9
3

往
9
.5

km
 

加
古

川
市

％

(9
.9

回
)

復
9
.3

km
 

3
6
5
日

往
3
.3

km
 

復
3
.3

km
 

往
9
.5

km
 

復
9
.3

km
 

稲
美

町

1
0

5
,8

9
5
.0

回
 

(1
6
.1

回
)

土
山

駅
～

川
北

口
～

母
里

土
山

駅
川

北
口

母
里

％

往
0
.5

km
 

復
7
.7

km
 

復
0
.5

km
 

4
.7

7
5
.6

人
 

往
7
.7

km
 

6
.4

9
3

復
0
.5

km
 

3
5
.1

0
6

％
％

9
3
.5

0
6

往
7
.7

km
 

往
0
.5

km
 

％

2
.5

9
7

加
古

川
市

往
6
.5

km
 

％

往
0
.2

km
 

％

8
4
.4

1
5

復
6
.5

km
 

往
7
.7

km
 

復
7
.7

km
 

復
0
.2

km
 

播
磨

町

復
7
.7

km
 

％
％

1
1

上
新

田
北

口
～

天
満

小
学

校
～

土
山

駅
上

新
田

北
口

天
満

小
学

校
土

山
駅

9
4
.0

4
7

3
6
5
日

7
,5

9
2
.5

回
 

6
.7

1
3
9.

3
人

 
往

8
.4

km
 

往
0
.5

km
 

(2
0
.8

回
)

播
磨

町
往

8
.4

km
 

往
0
.2

km
 

加
古

川
市

往
8
.4

km
 

往
0
.5

km
 

％

21



（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

3
5
.9

km
 

3
5
.9

km
 

1
2
.1

km
 

3
5
.9

km
 

2
.3

km
 

3
5
.9

km
 

1
3
.8

km
 

3
5
.9

km
 

7
.7

km
 

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

2
2
.7

km
 

2
2
.7

km
 

1
3
.3

km
 

2
2
.7

km
 

9
.1

km
 

2
2
.7

km
 

0
.3

km
 

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

8
4
.1

km
 

1
.0

km
 

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

7
.7

km
 

7
.2

km
 

7
.7

km
 

0
.5

km
 

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

8
.4

km
 

7
.9

km
 

8
.4

km
 

0
.5

km
 

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

1
6
.1

km
 

1
5
.1

km
 

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

1
0
0
.2

km
 

1
6
.1

km
 

北 近 畿

合
計

7
系

統
 

往
1
0
0
.3

km
 

往
1
6
.1

km
 

復
1
0
0
.2

km
 

復
1
6
.1

km
 

計
2
系

統
 

往
1
6
.1

km
 

往
1
5
.1

km
 

復
1
6
.1

km
 

復
1
5
.1

km
 

％

(2
0
.8

回
)

復
8
.4

km
 

復
7
.9

km
 

5
.9

5
2

明
石

市
往

8
.4

km
 

往
0
.5

km
 

％

復
8
.4

km
 

復
0
.5

km
 

5
.9

5
2

(1
1
)

上
新

田
北

口
～

天
満

小
学

校
～

土
山

駅
上

新
田

北
口

天
満

小
学

校
土

山
駅

3
6
5
日

7
,5

9
2
.5

回
 

6
.7

1
3
9.

3
人

 
往

8
.4

km
 

往
7
.9

km
 

％％
％

(1
6
.1

回
)

復
7
.7

km
 

復
7
.2

km
 

6
.4

9
3

明
石

市
往

7
.7

km
 

往
0
.5

km
 

％

復
7
.7

km
 

復
0
.5

km
 

6
.4

9
3

京 阪 神

(1
0
)

土
山

駅
～

川
北

口
～

母
里

土
山

駅
川

北
口

母
里

3
6
5
日

5
,8

9
5
.0

回
 

4
.7

7
5
.6

人
 

往
7
.7

km
 

往
7
.2

km
 

計
5
系

統
 

往
8
4
.2

km
 

往
1
.0

km
 

復
8
4
.1

km
 

復
1
.0

km
 

高
砂

市
往

2
2
.7

km
 

往
0
.3

km
 

％

復
2
2
.7

km
 

復
0
.3

km
 

1
.3

2
1

加
古

川
市

往
2
2
.7

km
 

往
9
.1

km
 

％

復
2
2
.7

km
 

復
9
.1

km
 

4
0
.0

8
8％

(4
.2

回
)

復
2
2
.7

km
 

1
0
0
.0

0
0

加
西

市
往

2
2
.7

km
 

往
1
3
.3

km
 

％

復
2
2
.7

km
 

復
1
3
.3

km
 

5
8
.5

9
0

2
2

北
条

営
業

所
～

播
磨

農
高

前
～

宝
殿

駅
北

口
北

条
営

業
所

播
磨

農
高

前
宝

殿
駅

北
口

3
6
2
日

1
,5

6
8
.0

回
 

4
.0

1
6
.8

人
 

往
2
2
.7

km
 

％

加
東

市
往

3
5
.9

km
 

往
7
.7

km
 

％

復
3
6
.0

km
 

復
2
.3

km
 

6
.4

0
6 ％

復
3
6
.0

km
 

復
7
.7

km
 

2
1
.4

4
8

加
西

市
往

3
5
.9

km
 

往
1
3
.8

km
 

％

復
3
6
.0

km
 

復
1
3
.8

km
 

3
8
.4

4
0

2
1

姫
路

駅
前

～
法

華
山

一
乗

寺
～

社
姫

路
駅

前

加
古

川
市

往
3
5
.9

km
 

往
2
.3

km
 

姫
路

市
往

3
5
.9

km
 

往
1
2
.1

km
 

％

復
3
6
.0

km
 

復
1
2
.2

km
 

3
3
.7

0
4

法
華

山
一

乗
寺

社
3
6
2
日

1
,8

1
0
.0

回
 

3
.4

1
6
.6

人
 

往
3
5
.9

km
 

％
％

(4
.9

回
)

復
3
6
.0

km
 

1
0
0
.0

0
0
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神
姫

バ
ス

株
式

会
社

9

1
0

1
1

2
1

2
2

(1
0
)

(1
1
)

合
計

2
1
8
,3

3
7
.0

km
 

1
0
5
,7

2
3
,1

4
1
円

 
7
4
,8

5
1
,3

2
4
円

 
2
1
4
,2

6
5
.1

 ㎞
8
3
,5

8
2
,5

5
9
円

 
2
1
6
,4

5
8
.2

 ㎞
9
3
,6

5
7
,3

9
7
円

 
2
1
8
,2

1
4
.5

 ㎞
8
4
,9

0
0
,4

5
7
円

 

3
7
4
円

.6
9
銭

 
3
0
,6

1
4
,7

5
1
円

 

5
.9

5
2
%

1
2
7
,5

5
4
.0

km
 

6
1
,7

6
4
,1

9
7
円

 
4
2
5
円

.5
9
銭

6
9
円

.4
0
銭

4
2
5
円

.5
9
銭

4
2
5
円

.5
9
銭

 
4
7
,1

4
7
,6

8
2
円

 
1
2
2
,0

2
6
.8

 ㎞
3
8
6
円

.3
7
銭

 
5
2
,7

4
8
,3

5
6
円

 
1
2
4
,8

7
4
.4

 ㎞
4
2
2
円

.4
1
銭

 
5
9
,6

5
5
,7

8
1
円

 
1
2
7
,4

7
0
.0

 ㎞
4
6
7
円

.9
9
銭

 
5
4
,2

8
5
,7

0
6
円

 

京 阪 神

6
.4

9
3
%

9
0
,7

8
3
.0

km
 

4
3
,9

5
8
,9

4
4
円

 
3
3
7
円

.2
3
銭

5
5
円

.5
6
銭

3
3
7
円

.2
3
銭

3
3
7
円

.2
3
銭

 
2
7
,7

0
3
,6

4
2
円

 
9
2
,2

3
8
.3

 ㎞
3
0
0
円

.3
4
銭

 
3
0
,8

3
4
,2

0
3
円

 
9
1
,5

8
3
.8

 ㎞
3
3
6
円

.6
7
銭

 
3
4
,0

0
1
,6

1
6
円

 
9
0
,7

4
4
.5

 ㎞

1
2
,1

6
7
,0

5
0
円

 

合
計

3
,1

7
2
,5

9
1
.2

km
 

2
1
4
,9

3
3
,8

2
3
円

 
1
1
9
,9

0
3
,9

9
1
円

 
4
6
8
,2

7
5
.3

km
 

1
3
3
,9

2
4
,5

0
3
円

 
4
8
0
,3

9
8
.3

km
 

1
4
7
,1

5
8
,1

2
5
円

 
4
8
1
,8

8
1
.9

 ㎞
1
1
8
,8

5
7
,4

2
9
円

 

1
0
0
.0

0
0
%

6
8
,8

6
8
.8

km
 

3
0
,7

7
1
,9

5
7
円

 
1
7
6
円

.6
7
銭

3
3
円

.9
6
銭

3
3
円

.9
6
銭

1
7
6
円

.6
7
銭

2
1
0
円

.6
3
銭

 
1
3
,3

2
3
,2

9
5
円

 
6
8
,9

6
4
.4

 ㎞
1
9
3
円

.1
9
銭

 
1
4
,4

4
9
,9

0
6
円

 
6
8
,8

9
9
.8

 ㎞
2
0
9
円

.7
2
銭

 
1
5
,7

4
8
,7

3
2
円

 
6
8
,7

7
3
.2

 ㎞
2
2
8
円

.9
9
銭

 

1
0
0
.0

0
0
%

1
2
5
,3

6
0
.6

km
 

5
6
,0

1
3
,6

2
3
円

 
1
3
2
円

.8
1
銭

2
4
円

.5
7
銭

2
4
円

.5
7
銭

1
3
2
円

.8
1
銭

1
5
7
円

.3
8
銭

 
1
8
,6

1
7
,9

7
4
円

 
1
2
3
,5

9
3
.2

 ㎞
1
5
0
円

.6
3
銭

 
1
9
,4

5
1
,0

0
5
円

 
1
2
4
,8

4
3
.4

 ㎞
1
5
5
円

.8
0
銭

 
2
0
,7

6
7
,9

7
0
円

 
1
2
5
,3

2
4
.7

 ㎞
1
6
5
円

.7
1
銭

 
1
6
,6

4
9
,1

4
1
円

 

4
9
,5

1
5
,1

8
7
円

 
9
4
.0

4
7
%

1
2
7
,5

5
4
.0

km
 

5
6
,9

9
3
,6

7
8
円

 
3
8
8
円

.1
9
銭

6
9
円

.4
0
銭

3
7
円

.4
0
銭

3
8
8
円

.1
9
銭

4
2
5
円

.5
9
銭

 
4
7
,1

4
7
,6

8
2
円

 
1
2
2
,0

2
6
.8

 ㎞
3
8
6
円

.3
7
銭

 
5
2
,7

4
8
,3

5
6
円

 
1
2
4
,8

7
4
.4

 ㎞
4
2
2
円

.4
1
銭

 
5
9
,6

5
5
,7

8
1
円

 
1
2
7
,4

7
0
.0

 ㎞
4
6
7
円

.9
9
銭

 

1
3
,3

0
6
,5

8
5
円

 

9
3
.5

0
6
%

9
0
,7

8
3
.0

km
 

4
0
,5

6
3
,6

6
0
円

 
2
9
9
円

.8
3
銭

5
5
円

.5
6
銭

3
7
円

.4
0
銭

2
9
9
円

.8
3
銭

3
3
7
円

.2
3
銭

 
2
7
,7

0
3
,6

4
2
円

 
9
2
,2

3
8
.3

 ㎞
3
0
0
円

.3
4
銭

 
3
0
,8

3
4
,2

0
3
円

 
9
1
,5

8
3
.8

 ㎞
3
3
6
円

.6
7
銭

 
3
4
,0

0
1
,6

1
6
円

 
9
0
,7

4
4
.5

 ㎞
3
7
4
円

.6
9
銭

 
2
7
,2

1
9
,4

6
6
円

 

1
0
0
.0

0
0
%

6
8
,4

6
3
.6

km
 

3
0
,5

9
0
,9

0
5
円

 
1
9
4
円

.3
6
銭

3
6
円

.2
0
銭

3
6
円

.2
0
銭

1
9
4
円

.3
6
銭

2
3
0
円

.5
6
銭

 
1
3
,1

1
1
,3

9
8
円

 
6
1
,4

5
2
.6

 ㎞
2
1
3
円

.3
5
銭

 
1
6
,4

4
1
,0

3
3
円

 
7
0
,1

9
6
.9

 ㎞
2
3
4
円

.2
1
銭

 
1
6
,9

8
4
,0

2
6
円

 
6
9
,5

6
9
.5

 ㎞
2
4
4
円

.1
3
銭

 

北 近 畿補 助 ブ ロ ッ ク 名

申 請 番 号

特 例 措 置

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率

計
画

実
車

走
行

キ
ロ

補
助

対
象

経
常

費
用

の
見

込
額

補
助

対
象

系
統

の
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

補
助

対
象

系
統

の
経

常
収

益
の

見
込

額

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

が
あ

る
場

合
３

ヵ
年

平
均

基
準

期
間

の
前

々
年

度
基

準
期

間
の

前
年

度
基

準
期

間

（
チ

ー
（
リ

＋
ヌ

）
÷

チ
＝

ヲ
’

ワ
ヘ

×
ワ

以
下

の
額

：
カ

ノ
'と

ノ
"
の

い
ず

れ
か

少
な

い
額

ノ

基
準

期
間

に
お

け
る

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
の

運
賃

改
定

に
よ

る
増

収
分

f×
コ

÷
(1

＋
コ

）
×

フ
＝

g

経
常

収
益

控
除

額
ケ

と
gの

い
ず

れ
か

少
な

い
額

h

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

後
の

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
ノ

'ー
h
＝

ノ
"

(d
+
e
+
f)

/
3
=
ノ

'
経

常
収

益
ヤ

"

実
車

走
行

キ
ロ

マ
"

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
"
÷

マ
"
=
d

経
常

収
益

ヤ
'

実
車

走
行

キ
ロ

マ
'

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
'÷

マ
'=

e

経
常

収
益

ヤ

実
車

走
行

キ
ロ

マ

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
÷

マ
=
f

ノ
×

ワ
以

上
の

額
：

ヨ
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額

補 助 ブ ロ ッ ク 名

申
請

番
号

特 例 措 置

補
助

対
象

経
常

費
用

か
ら

経
常

収
益

を
控

除
し

た
額

補
助

対
象

経
費

の
限

度
額

タ
又

は
レ

の
う

ち
い

ず
れ

か
少

な
い

ほ
う

の
額

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

に
係

る
も

の

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

に
係

る
も

の

計
画

平
均

乗
車

密
度

が
5
人

未
満

の
路

線
補

助
対

象
経

費
計

画
額

経
常

費
用

か
ら

経
常

収
益

を
控

除
し

た
額

損
失

額
か

ら
国

庫
補

助
額

を
控

除
し

た
額

ウ
の

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要
カ

－
ヨ

＝
タ

カ
×

9
/
2
0＝

レ
ソ

ソ
×

ヲ
＝

ツ
ソ

×
ヲ

’
＝

ツ
’

ツ
×

み
な

し
運

行
回

数
／

①
計

画
運

行
回

数
＝

ネ
ナ

ナ
×

1
/
2
＝

ラ
ニ

×
ワ

－
ヨ

＝
ム

ム
－

ラ
＝

ウ
負

担
額

負
担

額
負

担
額
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 1
7
.「

系
統

キ
ロ

程
と

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

と
の

比
率

」
の

欄
、

「
他

路
線

と
の

競
合

率
」
の

欄
、

「
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
外

乗
入

部
分

、
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

及
び

他
路

線
と

の
競

合
部

分
以

外
の

キ
ロ

程
の

比
率

」
の

欄
、

「
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
外

乗
入

部
分

及
び

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
以

外
の

キ
ロ

程
の

比
率

」
の

欄
に

つ
い

て
は

、
％

以
下

第
３

位
（
小

数
点

第
４

位
切

り
捨

て
）
ま

で
算

出
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

 1
8
.「

計
画

実
車

走
行

キ
ロ

」
の

欄
、

「
補

助
対

象
系

統
の

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
」
の

「
実

車
走

行
キ

ロ
」
の

欄
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

 1
9
.「

計
画

平
均

乗
車

密
度

が
５

人
未

満
の

路
線

」
の

欄
は

、
計

画
平

均
乗

車
密

度
が

５
人

未
満

の
路

線
に

つ
い

て
の

み
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
み

な
し

運
行

回
数

と
は

当
該

運
行

系
統

の
計

画
輸

送
量

を
５

人
で

除
し

た
数

値
（
端

数
切

り
捨

て
）
を

い
う

。

 2
0
.「

補
助

対
象

経
費

」
の

欄
は

、
（
ネ

）
（
計

画
平

均
乗

車
密

度
が

５
人

未
満

の
路

線
）
に

記
載

が
あ

る
場

合
は

（
ネ

）
の

金
額

を
記

載
し

、
記

載
が

な
い

場
合

は
（
ツ

）
の

金
額

を
記

載
す

る
。

ま
た

、
「
特

例
措

置
」
の

欄
に

「
１

」
を

記
載

し
た

系
統

に
つ

い
て

は
、

左
記

の
場

合
の

（
ネ

）
の

金
額

又
は

（
ツ

）
の

金
額

に
、

（
ツ

’
）
の

金
額

か
ら

左
記

の
場

合
の

（
ネ

）
の

金
額

又
は

（
ツ

）
の

金
額

を
控

除
し

て
得

た
金

額
に

（
ク

）
の

比
率

を
乗

じ
て

得
た

金
額

を
加

え
た

金
額

を
記

載
す

る
。

さ
ら

に
、

「
特

例
措

置
」
の

欄
に

「
２

」
を

記
載

し
た

系
統

に
つ

い
て

は
、

（
ツ

’
）
の

金
額

を
記

載
す

る
（
千

円
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
る

こ
と

）
。

 2
1
.「

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

」
の

欄
の

（
ノ

）
は

、
基

準
期

間
、

基
準

期
間

の
前

年
度

と
基

準
期

間
の

前
々

年
度

の
各

系
統

に
お

け
る

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
の

実
績

を
平

均
し

て
算

出
す

る
こ

と
。

な
お

、
新

設
系

統
で

基
準

期
間

の
実

績
が

な
い

場
合

は
、

補
助

対
象

経
常

費
用

の
見

込
額

の
１

１
／

２
０

に
相

当
す

る
額

と
都

道
府

県
協

議
会

等
が

算
出

す
る

経
常

収
益

の
見

込
額

の
う

ち
、

い
ず

れ
か

高
い

額
を

記
載

す
る

こ
と

。
　

ま
た

、
基

準
期

間
の

前
々

年
度

の
実

績
が

な
い

場
合

は
、

基
準

期
間

と
基

準
期

間
の

前
年

度
の

実
績

を
平

均
し

て
算

出
す

る
こ

と
と

し
、

基
準

期
間

の
前

年
度

と
基

準
期

間
の

前
々

年
度

の
い

ず
れ

の
実

績
が

な
い

場
合

は
、

基
準

期
間

の
実

績
を

記
載

す
る

こ
と

。

 2
2
.「

計
画

額
」
の

欄
は

、
系

統
ご

と
に

百
円

単
位

（
0
.5

千
円

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
と

し
、

合
計

の
千

円
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
る

こ
と

。

 2
3
.計

算
上

生
じ

た
単

位
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
る

こ
と

。

 2
4
.補

助
対

象
期

間
の

計
画

と
比

較
し

、
翌

年
度

及
び

翌
々

年
度

の
計

画
が

同
じ

若
し

く
は

曜
日

の
違

い
に

よ
る

運
行

回
数

以
外

に
変

更
が

な
い

場
合

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
を

記
載

す
る

こ
と

で
足

り
る

も
の

と
す

る
。

　
　

（
 記

載
例

 「
令

和
○

年
度

、
令

和
○

年
度

に
つ

い
て

は
、

令
和

○
年

度
事

業
か

ら
　

土
日

・
祝

日
の

日
数

に
よ

る
運

行
回

数
等

の
違

い
を

除
き

、
変

更
が

な
い

た
め

省
略

」
）

(2
) 

添
付

書
類

 1
.　

補
助

対
象

期
間

（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
の

前
々

年
度

（
基

準
期

間
）
に

係
る

旅
客

自
動

車
運

送
事

業
等

報
告

規
則

第
２

条
第

２
項

の
「
事

業
報

告
書

」
（
補

助
金

交
付

要
綱

第
２

編
第

１
章

第
３

節
に

係
る

経
常

費
用

を
除

く
）
及

び
こ

れ
に

関
連

す
る

必
要

な
事

項
を

記
載

し
た

書
類

（
関

連
書

類
）
、

並
び

に
基

準
期

間
の

前
年

度
、

基
準

期
間

の
前

々
年

度
に

係
る

事
業

報
告

書
及

び
関

連
書

類
。

　
た

だ
し

、
過

去
に

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

の
認

定
申

請
又

は
補

助
金

交
付

申
請

の
添

付
書

類
と

し
て

既
に

提
出

し
て

い
る

場
合

は
、

当
該

書
類

の
添

付
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

 2
.　

補
助

対
象

期
間

（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
の

前
々

年
度

（
基

準
期

間
）
に

係
る

様
式

第
１

－
５

の
運

行
系

統
別

輸
送

実
績

及
び

平
均

乗
車

密
度

算
定

表
（
補

助
対

象
路

線
に

係
る

も
の

に
限

る
）
、

並
び

に
基

準
期

間
の

前
年

度
、

基
準

期
間

の
前

々
年

度
に

係
る

様
式

第
１

－
５

。
　

た
だ

し
、

過
去

に
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
の

認
定

申
請

又
は

補
助

金
交

付
申

請
の

添
付

書
類

と
し

て
既

に
提

出
し

て
い

る
場

合
は

、
当

該
書

類
の

添
付

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 3
．

地
域

公
共

交
通

再
編

実
施

計
画

の
認

定
を

受
け

、
特

例
措

置
の

適
用

を
受

け
る

こ
と

と
な

る
場

合
は

、
地

域
公

共
交

通
再

編
実

施
計

画
の

写
し

及
び

認
定

通
知

書
の

写
し

並
び

に
再

編
特

例
を

受
け

よ
う

と
す

る
系

統
の

再
編

の
概

要

 4
．

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
認

可
を

受
け

、
補

助
金

交
付

要
綱

別
表

２
（
注

）
４

．
の

適
用

を
受

け
る

こ
と

と
な

る
場

合
は

、
当

該
認

可
書

の
写

し

(1
) 

記
載

要
領

 1
.乗

合
バ

ス
事

業
の

収
益

、
実

車
走

行
キ

ロ
に

つ
い

て
は

、
高

速
バ

ス
及

び
 定

期
観

光
バ

ス
等

を
除

き
、

費
用

に
つ

い
て

は
、

高
速

バ
ス

及
び

定
期

観
光

バ
ス

等
並

び
に

補
助

対
象

期
間

（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
に

お
け

る
補

助
金

交
付

要
綱

第
２

編
第

１
章

第
３

節
に

係
る

経
常

費
用

を
除

く
こ

と
。

 2
.補

助
対

象
事

業
者

の
決

算
期

間
が

補
助

対
象

期
間

（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
と

相
違

し
て

い
る

事
業

者
に

あ
っ

て
は

、
補

助
対

象
期

間
の

仮
決

算
を

行
い

、
そ

の
損

益
状

況
（
千

円
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
）
を

損
益

状
況

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。

 3
.補

助
対

象
期

間
（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
中

の
乗

合
バ

ス
事

業
と

他
の

事
業

を
兼

業
し

て
い

る
場

合
の

関
連

収
益

及
び

費
用

の
配

分
は

、
昭

和
5
2
年

５
月

1
7
日

付
け

自
総

第
3
3
8
号

、
自

旅
第

1
5
1
号

、
自

貨
第

5
5
号

に
よ

る
こ

と
。

な
お

、
こ

れ
に

よ
り

会
計

を
整

理
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

特
別

の
理

由
が

あ
る

と
き

は
、

国
土

交
通

大
臣

に
報

告
し

、
そ

の
承

認
を

求
め

る
こ

と
。

 4
.「

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
（
基

準
期

間
）
の

損
益

状
況

」
の

欄
、

「
基

準
期

間
の

前
年

度
の

損
益

状
況

」
の

欄
、

「
基

準
期

間
の

前
々

年
度

の
損

益
状

況
」
の

欄
は

、
消

費
税

相
当

額
を

控
除

し
た

額
を

記
載

す
る

こ
と

。

 5
.「

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
」
の

欄
は

、
補

助
金

交
付

要
綱

別
表

６
の

名
称

を
記

載
す

る
こ

と
。

 6
.地

域
キ

ロ
当

た
り

標
準

経
常

費
用

は
、

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

を
管

轄
す

る
地

方
運

輸
局

等
が

通
知

し
た

数
値

に
よ

る
こ

と
。

 7
.「

認
可

を
受

け
た

補
助

対
象

期
間

」
の

欄
は

、
認

可
を

受
け

た
日

付
に

つ
い

て
、

基
準

期
間

の
「
当

年
度

」
、

「
前

年
度

」
又

は
「
前

々
年

度
」
の

い
ず

れ
に

該
当

す
る

か
を

記
載

す
る

こ
と

。

 8
.「

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

割
合

」
欄

は
、

「
認

可
を

受
け

た
補

助
対

象
期

間
」
が

基
準

期
間

の
「
当

年
度

」
の

場
合

は
「
３

／
３

」
、

「
前

年
度

」
の

場
合

は
「
２

／
３

」
、

「
前

々
年

度
」
の

場
合

は
「
１

／
３

」
を

そ
れ

ぞ
れ

記
載

す
る

こ
と

。

 9
.「

改
定

率
」
欄

は
、

認
可

を
受

け
た

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
の

平
均

改
定

率
を

小
数

点
第

２
位

（
第

３
位

以
下

四
捨

五
入

）
に

て
記

載
す

る
こ

と
。

 1
0
.申

請
番

号
は

、
事

業
者

ご
と

、
系

統
ご

と
に

一
連

番
号

と
す

る
こ

と
。

な
お

、
１

系
統

が
２

つ
以

上
の

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
そ

の
比

率
に

応
じ

低
い

方
を

カ
ッ

コ
書

き
の

番
号

と
す

る
こ

と
。

 1
1
.「

特
例

措
置

」
の

欄
は

、
地

域
公

共
交

通
再

編
実

施
計

画
の

認
定

を
受

け
、

特
例

措
置

の
適

用
を

受
け

る
こ

と
と

な
る

場
合

に
は

「
１

」
を

、
平

成
２

９
年

８
月

２
日

改
正

附
則

第
２

条
の

規
定

に
該

当
す

る
場

合
に

は
「
２

」
を

、
補

助
金

交
付

要
綱

別
表

２
　

５
．

た
だ

し
書

き
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
３

」
を

記
載

す
る

。

 1
2
.「

計
画

運
行

回
数

」
の

欄
に

は
、

補
助

対
象

期
間

中
の

全
暦

日
数

に
お

け
る

総
計

画
運

行
回

数
を

記
載

す
る

。
ま

た
、

カ
ッ

コ
内

に
は

１
日

当
り

計
画

運
行

回
数

又
は

平
日

１
日

当
り

計
画

運
行

回
数

の
い

ず
れ

か
を

記
載

す
る

。

 1
3
.「

系
統

キ
ロ

程
」
の

欄
、

「
地

域
公

共
交

通
再

編
事

業
を

実
施

す
る

区
域

に
お

け
る

キ
ロ

程
」
の

欄
、

「
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
外

乗
入

部
分

の
キ

ロ
程

」
の

欄
、

「
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

の
キ

ロ
程

」
の

欄
及

び
「
他

路
線

と
の

競
合

部
分

に
係

る
キ

ロ
程

」
の

欄
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
し

、
往

・
復

の
キ

ロ
程

が
異

な
る

系
統

に
つ

い
て

は
、

平
均

値
も

記
載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

平
均

値
の

合
計

の
欄

に
つ

い
て

は
、

往
・
復

の
合

計
の

平
均

値
で

は
な

く
、

各
申

請
系

統
の

往
・
復

の
平

均
値

の
合

計
を

記
載

す
る

こ
と

。

 1
4
.「

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程
」
の

欄
は

、
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
内

に
お

け
る

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
が

異
な

る
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

は
（
リ

）
に

記
載

す
る

こ
と

。

 1
5
.「

他
路

線
と

の
競

合
部

分
に

係
る

キ
ロ

程
」
と

は
、

他
の

運
行

系
統

と
の

競
合

区
間

の
合

計
が

5
0
％

以
上

の
生

活
交

通
路

線
で

あ
っ

て
、

当
該

競
合

区
間

の
輸

送
量

が
１

日
当

た
り

1
5
0
人

を
超

え
る

部
分

の
キ

ロ
程

の
こ

と
を

い
い

、
当

該
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
内

区
間

（
系

統
キ

ロ
程

（
チ

）
－

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程
（
リ

）
－

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程
（
ヌ

）
）
に

係
る

キ
ロ

程
を

記
載

す
る

こ
と

。

 1
6
.「

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率
」
の

欄
、

「
ソ

の
う

ち
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
外

乗
入

部
分

及
び

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
以

外
に

係
る

も
の

」
の

欄
は

、
「
特

例
措

置
」
の

欄
に

「
１

」
又

は
「
２

」
を

記
載

し
た

系
統

の
み

記
載

す
る

こ
と

。
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Ｒ７ 単位 備考
①運行経費 35,572,276 円 対象年度の事業者単価×実車走行キロ
②運送収入 16,984,026 円 対象年度の経常収益
③経常損失 ▲ 18,588,250 円 ②−①
④収支率 47.7% ②÷①
⑤年間利用者数 59,517 人 対象年度の輸送人員実績
①運行経費 46,399,477 円 対象年度の事業者単価×実車走行キロ
②運送収入 34,001,616 円 対象年度の経常収益
③経常損失 ▲ 12,397,861 円 ②−①
④収支率 73.3% ②÷①
⑤年間利用者数 134,397 人 対象年度の輸送人員実績
①運行経費 65,177,960 円 対象年度の事業者単価×実車走行キロ
②運送収入 59,655,781 円 対象年度の経常収益
③経常収支 ▲ 5,522,179 円 ②−①
④収支率 91.5% ②÷①
⑤年間利用者数 250,771 人 対象年度の輸送人員実績
①運行経費 64,081,025 円 対象年度の事業者単価×実車走行キロ
②運送収入 20,767,970 円 対象年度の経常収益
③経常収支 ▲ 43,313,055 円 ②−①
④収支率 32.4% ②÷①
⑤年間利用者数 49,681 人 対象年度の輸送人員実績
①運行経費 35,165,112 円 対象年度の事業者単価×実車走行キロ
②運送収入 15,748,732 円 対象年度の経常収益
③経常収支 ▲ 19,416,380 円 ②−①
④収支率 44.8% ②÷①
⑤年間利用者数 39,115 人 対象年度の輸送人員実績

※期間は補助年度に準ずる（前年度10月〜補助年度９月）

R９年度申請における幹線系統（対象路線）のR７輸送人員 533,481 人
R９年度申請における幹線系統（対象路線）のR７収支率 59.7%

加古川駅〜水足〜上新田北口

上新田北口〜天満小学校〜土山駅

土山駅〜川北口〜母里

姫路駅前〜法華山一乗寺〜社

北条営業所〜播磨農高前〜宝殿駅北口

27



［記載要領]
1． この書類は、生活交通確保維持改善計画（地域間幹線系統確保維持計画を含む。以下同じ。）の策定主体である都道府県協議会等と協議の上、作成すること。
2． 各欄は、補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）に係る内容を運行系統ごとに記載すること。
3． 申請番号は、生活交通確保維持改善計画認定申請書の申請番号と同一のものとすること。
4． 起点及び終点は停留所名をもって記載し、主な経由地は他の運行系統と区別できる停留所名をもって記載すること。
5． 計画欄には、生活交通確保維持改善計画（地域間幹線系統確保維持計画を含む）に記載した補助対象期間に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、

実施時期及びその他特記事項を、取組実績欄には、計画に対応した補助対象期間の実績をそれぞれ記載すること。
6． 備考欄には、今後の対応の方向性等特記すべき事項について記載すること。

宝殿駅北口

①沿線の通学需要を考慮したダイヤ設定による利用取り込みの継続
②バスロケーションシステムやICカード利用データを用いた、需要に
応じた運行計画の見直しの検討
③加西市との福祉（優待乗車）施策の継続。
④加西市との連携によるバス時刻表の作成・配布。
⑤加古川市との運賃施策（市内上限運賃制度）の周知による利用促
進。

＜定量的な効果目標＞
上記の取組みにより、収支改善率１％以上を目標とする。

①神姫バス
②神姫バス
③加西市・神姫バス
④加西市・神姫バス
⑤加古川市・神姫バス

＜実施時期＞
左記の取組は通年での実施を予定する。対外的な調整が必
要な案件は、実施の目途が立ち次第とする。

加西市
加古川市
高砂市

神姫２２

北条営業所
〜播磨農高
前〜宝殿駅

北口

北条営業所 播磨農高前

兵庫県

地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる取組内容（令和９年度）

協議会等名 申請
番号

運行系統名 起点 主な経由地 終点
地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる取組

実施主体と実施時期
計 画 取組実績

上新田北口

①バスロケーションシステムやICカード利用データを用いた、需要に
応じた運行計画の見直しの検討
②接続するコミュニティバスとの自社ICカード（NicoPa）による乗車
券共通化による需要喚起の継続
③加古川市との運賃施策（市内上限運賃制度）の周知による利用促進
④沿線自治体との連携によるバス時刻表の作成・配布。加古川駅に設
置するデジタルサイネージに時刻表データを提供
⑤稲美町デマンドタクシーとの連携による相互利用の促進

＜定量的な効果目標＞
上記の取組みにより、収支改善率１％以上を目標とする。

①神姫バス株式会社
②加古川市・神姫バス株式会社
③加古川市・神姫バス株式会社
④稲美町・加古川市・神姫バス株式会社
⑤稲美町・神姫バス株式会社

＜実施時期＞
通年で実施

加古川市
稲美町

神姫９
加古川駅〜

水足〜
上新田北口

加古川駅 水足

母里

①バスロケーションシステムやICカード利用データを用いた、需要に
応じた運行計画の見直しの検討
②沿線自治体との連携によるバス時刻表の作成・配布。土山駅前に設
置するデジタルサイネージ、Web上「あかしｉびじょん。」において
時刻表データを提供
③稲美町デマンドタクシーとの連携による相互利用の促進

＜定量的な効果目標＞
上記の取組みにより、対前年で収支改善率１％以上を目標とする。

①神姫バス株式会社
②播磨町・明石市・稲美町・神姫バス株式会社
③稲美町・神姫バス株式会社

＜実施時期＞
通年で実施

播磨町
明石市

加古川市
稲美町

神姫１０ 土山駅〜川
北口〜母里

土山駅 川北口

土山駅

①沿線の通学需要に対応したダイヤ設定による利用取り込みの継続
②バスロケーションシステムやICカード利用データを用いた、需要に
応じた運行計画の見直しの検討
③沿線自治体との連携によるバス時刻表の作成・配布。土山駅前に設
置するデジタルサイネージ、Web上「あかしｉびじょん。」において
時刻表データを提供
④稲美町デマンドタクシーとの連携による相互利用の促進

＜定量的な効果目標＞
上記の取組みにより、収支改善率１％以上を目標とする。

①神姫バス株式会社
②神姫バス株式会社
③播磨町・明石市・稲美町・神姫バス株式会社
④稲美町・神姫バス株式会社

＜実施時期＞
通年で実施

稲美町
加古川市
明石市
播磨町

神姫１１
上新田北口
〜天満小学
校〜土山駅

上新田北口 天満小学校

社

①沿線の通学需要に対応したダイヤ設定による混乗化の継続
②バスロケーションシステムやICカード利用データを用いた、需要に
応じた運行計画の見直しの検討
③加西市との福祉施策（優待乗車施策）の継続
④沿線自治体との連携によるバス時刻表の作成・配布
⑤加東市との運賃施策（市内上限運賃制度）の周知による利用促進
⑥西脇市・加東市内の地域内フィーダー交通との連携による需要創出

＜定量的な効果目標＞
上記の取組みにより、対前年で収支改善率１％以上を目標とする。

①神姫バス株式会社
②神姫バス株式会社
③加西市・神姫バス株式会社
④加東市・加西市
⑤加東市・神姫バス株式会社
⑥加東市・西脇市・神姫バス株式会社

＜実施時期＞
通年で実施

姫路市
加古川市
加西市
加東市

神姫２１
姫路駅前〜
法華山一乗

寺〜社
姫路駅前 法華山一乗寺
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表６　車両の取得計画の概要

都 道 府 県
（ 市 区 町 村 ）

バ ス 事 業 者 等 名 補 助 対 象 車 両 数 車両減価償却費等に要する国庫補助額（千円）

神姫バス株式会社 1 9

兵庫県
（加古川市）
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表７　車両の取得を行う事業者（車両減価償却費等国庫補助金）

１．車両取得の概要

２年目以降（令和 9 年度）

土山駅～母里
上新田北口～土山駅

明石駅前～西明石駅～土山駅

【購入車両減価償却費】
○事業者の減価償却方法（定率法or定額法）※法令で認められた場合を除き、年度間での変更不可

【車両購入金融費用】
○事業者の返済方法（元利均等or元金均等）

【所要経費】 【負担者とその負担割合 】

負担割合

800円 650 324
北近畿
京阪神

1 43,000円 13% 281,000円 87%

合計 43,000円 281,000円 800円 

計 千円

補助対象経費（千円） 計画額（千円）
補助ブ
ロック

名

申請
番号

負担者とその負担割合
都道府県 市区町村 その他の者 事業者自己負担 「その他の者」の

具体的概要ﾏ＋ｱ ｹ＋ｻ 負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額

円

申請番号
金融費用補助
対象額（円） 償還期間

（月）

今年度償還回数 借入利率（％）
年利

ｴと2.5％のうち
低い方の率

（％）
補助対象経費 計画額（千円）

（自） （至）ﾅの額以内＝ｺ ｴ ﾃ ｱ

3,000,000 649,618 649,618

2,658,1560 3,000,000 649,618 649,618 12 649,618 円 324.8

650

円

計画額（千円）
＊残存価格

（円）
前年度ﾌ（2年目の

みﾀ）の額＝ﾗ

（定率法）ﾗ×0.4＝
ム

（定額法）ﾅ×0.2＝

ｸ×ﾔ÷１２（月）=ﾏ
（最終年度）ｸ＝ﾏ

千円 324 2,658,156

償却限度額
（円）

事業者償却額
（円）

ﾉとｵのうち少な
い方の額（円）

償却期間（月）
補助対象経費

ｱ×1/2=ｻ

ｳ ﾑ＋ｳ＝ﾉ ｵ ｸ ﾔ ﾏ×1/2=ｹ ﾗ-ﾏ=ﾌ

0

定額法

申請番号
補助対象限度

額（円）
残存価額（円）

普通償却限度額
（円） 特別償却額

（円）

1 15,000,000 3,307,774

初年度ﾍの額＝ﾅ

3,000,000

計 15,000,000 3,307,774 3,000,000

事業者名 神姫バス株式会社

1 第10・11・18号 第12・13・21号

補助ブロック名 申請番号 確保維持路線名称又は区間
確保維持費国庫補助金申請番号

当該年度 初年度

北近畿
京阪神
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